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(57)【要約】
【課題】見切り材を厚みの異なる複数種類の軒天板に取
付可能とすることで、見切り材の種類が増大するのを抑
制することができる軒天板の見切構造を提供する。
【解決手段】建物において屋根部の軒部には軒天板３６
が設けられている。軒天板３６の外壁側端部３６ａには
、当該端部３６ａに沿って延びる見切り材４２が取り付
けられている。見切り材４２は、軒先側に向けて開放さ
れた第１溝部４５を有し、その第１溝部４５に軒天板３
６の外壁側端部３６ａを挿入させることで当該軒天板３
６に取り付けられている。第１溝部４５は、溝部開放側
の手前側部分６１と、その手前側部分６１よりも溝部奥
側であってかつ当該手前側部分６１よりも溝幅が小さい
奥側部分６２とを有している。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の屋根において外壁よりも屋外側に張り出した軒部には前記外壁と軒先とに跨がる
ようにして軒天板が設けられ、
　その軒天板の前記外壁側の端部に沿って延び、当該端部である外壁側端部を前記外壁側
から覆う見切り材を備える軒天板の見切構造であって、
　前記見切り材は、前記軒先側に向けて開放された溝部を有し、その溝部に前記外壁側端
部を挿入させることで前記軒天板に取り付けられ、
　前記溝部は、溝部開放側の第１部分と、その第１部分よりも溝部奥側であってかつ当該
第１部分よりも溝幅が小さい第２部分とを有していることを特徴とする軒天板の見切構造
。
【請求項２】
　前記見切り材は、前記溝部を挟んで上下に対向する一対の対向板部を有し、
　前記各対向板部のうちいずれか一方には、前記第２部分の前記溝幅を前記第１部分の前
記溝幅よりも小さくさせる段差部が形成され、他方には前記段差部が形成されていないこ
とを特徴とする請求項１に記載の軒天板の見切構造。
【請求項３】
　前記各対向板部のうち、上側の対向板部に前記段差部が形成され、下側の対向板部には
前記段差部が形成されていないことを特徴とする請求項２に記載の軒天板の見切構造。
【請求項４】
　前記外壁には、前記軒天板の前記外壁側端部に沿って所定間隔で設けられるとともに、
当該外壁側端部を支持する複数の支持部材が固定され、
　前記各支持部材は、前記外壁の外面に固定された固定板部と、その固定板部の下端部か
ら前記軒先側に延びる延出板部とを有するＬ字状をなしており、
　前記見切り材は、前記溝部としての第１溝部に加え、その第１溝部の下方に前記外壁側
に開放された第２溝部を有しており、その第２溝部に前記各支持部材の前記延出板部を挿
入させることでそれら各支持部材に取り付けられていることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか一項に記載の軒天板の見切構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軒天板の見切構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等の建物では、屋根において外壁から屋外側に張り出した軒部の底部に軒天板が設
けられている場合がある。軒天板は、外壁と屋根の軒先とに跨がるようにして設けられ、
その両端部がそれぞれ外壁側及び軒先側において支持されるようになっている。
【０００３】
　軒天板は、その外壁側端部を外壁から離間させた状態で設けられる場合がある。この場
合、軒天板の外壁側端部と外壁との間には所定の隙間が形成される。このため、その隙間
を利用して軒天裏空間（軒天板の上方空間）の換気等を行うことが可能となる。
【０００４】
　このように、軒天板が外壁から離間した状態で設けられる場合、軒天板の外壁側端部に
は見切り材が取り付けられることがある。見切り材は、軒天板の外壁側端部に沿って延び
る長尺状とされ、外壁側から上記外壁側端部を覆うようにして設けられる。
【０００５】
　見切り材は、例えば特許文献１に示されているように、軒先側に開放された溝部を有し
ており、その溝部に軒天板の外壁側端部を挿入させることで軒天板に取り付けられるよう
になっている。詳しくは、かかる見切り材では、溝部の溝幅（上下幅）が軒天板の厚みに
対応して設定されており、溝部に軒天板の外壁側端部を挿入させると、溝部と外壁側端部
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とが嵌合し、それにより見切り材が軒天板に取り付けられるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－１４７８１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここで、軒天板には、厚みの異なる複数種類のものが存在する。このため、溝部を有す
る上述の見切り材を用いる場合、軒天板の厚みごとに溝部の溝幅を設定する必要が生じて
、厚みの異なる軒天板ごとに見切り材を用意しなければならなくなってしまう。ただ、そ
うすると、見切り材の種類が増大し、見切り材について製造コストの増大や部材管理の煩
雑さ等を招くおそれがある。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、見切り材を厚みの異なる複数種類の
軒天板に取付可能とすることで、見切り材の種類が増大するのを抑制することができる軒
天板の見切構造を提供することを主たる目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決すべく、第１の発明の軒天板の見切構造は、建物の屋根において外壁よ
りも屋外側に張り出した軒部には前記外壁と軒先とに跨がるようにして軒天板が設けられ
、その軒天板の前記外壁側の端部に沿って延び、当該端部である外壁側端部を前記外壁側
から覆う見切り材を備える軒天板の見切構造であって、前記見切り材は、前記軒先側に向
けて開放された溝部を有し、その溝部に前記外壁側端部を挿入させることで前記軒天板に
取り付けられ、前記溝部は、溝部開放側の第１部分と、その第１部分よりも溝部奥側であ
ってかつ当該第１部分よりも溝幅が小さい第２部分とを有していることを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、見切り材に軒先側に開放された溝部が形成されており、その溝部に軒
天板の外壁側端部を挿入させることで、見切り材が当該軒天板に取り付けられるようにな
っている。そして、このような構成にあって、見切り材の溝部が、溝部開放側の第１部分
と、その第１部分よりも溝部奥側であってかつ溝幅が第１部分よりも小さい第２部分とを
有している。この場合、見切り材を、厚みの比較的大きい軒天板（例えば第１部分の溝幅
と同じ大きさの厚みを有する軒天板）と、厚みの比較的小さい軒天板（例えば第２部分の
溝幅と同じ大きさの厚みを有する軒天板）とにそれぞれ取り付けることが可能となる。す
なわち、見切り材を厚みの大きい軒天板に取り付ける場合には、溝部の第１部分に軒天板
の外壁側端部を挿入させることで、見切り材を当該軒天板に取り付けることが可能となる
。また、見切り材を厚みの小さい軒天板に取り付ける場合には、溝部の第２部分に軒天板
の外壁側端部を挿入させることで、見切り材を当該軒天板に取り付けることが可能となる
。これにより、見切り材を厚みの異なる複数種類の軒天板に取付可能となり、その結果、
見切り材の種類が増大するのを抑制することが可能となる。
【００１１】
　第２の発明の軒天板の見切構造は、第１の発明において、前記見切り材は、前記溝部を
挟んで上下に対向する一対の対向板部を有し、前記各対向板部のうちいずれか一方には、
前記第２部分の前記溝幅を前記第１部分の前記溝幅よりも小さくさせる段差部が形成され
、他方には前記段差部が形成されていないことを特徴とする。
【００１２】
　本発明によれば、見切り材において溝部を挟んで対向する各対向板部のうちいずれか一
方に、第２部分の溝幅を第１部分の溝幅よりも小さくさせる段差部が形成されている。こ
れに対して、各対向板部のうちの他方には、かかる段差部が形成されていない。ここで、
見切り材を軒天板の外壁側端部に取り付ける場合には、まず見切り材を外壁側に取り付け
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、その後、その見切り材の溝部に軒天板の外壁側端部を挿入して取り付けることが考えら
れる。このようにして、厚みの小さい軒天板を溝部の第２部分に挿入して取り付ける場合
、上記の構成では、段差部が形成されていない側の対向板部に軒天板の外壁側端部を沿わ
せながら挿入することができるため、かかる軒天板を段差部に引っ掛けることなく比較的
容易に第２部分まで挿入することが可能となる。
【００１３】
　第３の発明の軒天板の見切構造は、第２の発明において、前記各対向板部のうち、上側
の対向板部に前記段差部が形成され、下側の対向板部には前記段差部が形成されていない
ことを特徴とする。
【００１４】
　本発明によれば、各対向板部のうち、上側の対向板部に段差部が形成されている一方、
下側の対向板部には段差部が形成されていない。この場合、厚みの小さい軒天板を溝部の
第２部分に挿入する際、まず軒天板の外壁側端部を下側の対向板部の上に載せ、その状態
で外壁側端部を第２部分まで挿入することが可能となる。これにより、かかる軒天板の溝
部（第２部分）への挿入作業をより一層容易に行うことが可能となる。
【００１５】
　第４の発明の軒天板の見切構造は、第１乃至第３のいずれかの発明において、前記外壁
には、前記軒天板の前記外壁側端部に沿って所定間隔で設けられるとともに、当該外壁側
端部を支持する複数の支持部材が固定され、前記各支持部材は、前記外壁の外面に固定さ
れた固定板部と、その固定板部の下端部から前記軒先側に延びる延出板部とを有するＬ字
状をなしており、前記見切り材は、前記溝部としての第１溝部に加え、その第１溝部の下
方に前記外壁側に開放された第２溝部を有しており、その第２溝部に前記各支持部材の前
記延出板部を挿入させることでそれら各支持部材に取り付けられていることを特徴とする
。
【００１６】
　本発明によれば、外壁に、軒天板の外壁側端部を支持する複数の支持部材が固定されて
いる。このような構成にあって、各支持部材は、固定板部と延出板部とを有してＬ字状に
形成され、また、見切り材は、軒先側に開放された第２溝部を有している。そして、見切
り材は、その第２溝部に各支持部材の延出板部を挿入させることで、それら各支持部材に
取り付けられている。この場合、第２溝部は第１溝部の下方に位置しているため、第２溝
部に挿入された各支持部材の延出板部により、第１溝部に挿入された軒天板の外壁側端部
が下方から支持される状態となる。そのため、軒天板の外壁側端部を見切り材を介して各
支持部材により安定した状態で支持することが可能となる。また、この場合、支持部材が
Ｌ字状という簡単な形状で形成されているとともに、支持部材の延出板部が第２溝部に挿
入され見切り材（詳しくは、第２溝部の下側部分）により覆われるため、支持部材により
軒天板を支持するようにした構成にあって、コスト低減等の効果を得つつ、支持部材によ
り外観が損なわれるのを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】建物における軒部周辺を示す縦断面図。
【図２】外壁に対する軒天板の支持構造を示す分解斜視図。
【図３】外壁に対する軒天板の支持構造を拡大して示す縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を具体化した一実施形態を図面に基づいて説明する。本実施形態では、建
物が、複数の建物ユニットが互いに組み合わされて構築されたユニット式建物となってい
る。図１は、その建物における軒部周辺を示す縦断面図である。
【００１９】
　図１に示すように、住宅等の建物１０は、外壁１１と、外壁１１の上方に設けられた屋
根部１２とを有している。外壁１１は、建物ユニットの躯体に取り付けられている。建物
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ユニットは、四隅に立設された柱と、柱の上端部同士を連結する天井大梁と、柱の下端部
同士を連結する床大梁とを有し、それら柱、天井大梁及び床大梁により形成された躯体は
略直方体状をなしている。ここでは、天井大梁１５を図示しており、天井大梁１５には外
壁１１の上端部が取り付けられている。
【００２０】
　外壁１１は、外壁面を形成する外壁面材１７と、外壁面材１７の裏面（屋内側面）に取
り付けられた下地フレーム１８とを有している。外壁面材１７は、例えば窯業系サイディ
ングボードよりなる。下地フレーム１８は、上下に延びる縦フレーム材１８ａと、左右に
延びる横フレーム材１８ｂとを有し、それら各フレーム材１８ａ，１８ｂが矩形枠状に連
結されることで構成されている。下地フレーム１８は、その上側の横フレーム材１８ｂが
天井大梁１５に固定され、その下側の横フレーム材１８ｂが床大梁（図示略）に固定され
ている。
【００２１】
　屋根部１２は、寄棟屋根や切妻屋根などの傾斜屋根を構成するものであり、棟から軒先
に向けて斜め下方に傾斜している。屋根部１２は、棟から軒先に向けて延びる垂木２１と
、垂木２１の上に設けられた屋根下地材としての野地板２２と、野地板２２の上に設けら
れた屋根仕上材としての瓦２３とを有している。垂木２１は、その垂木２１を下方から支
持する支持金物２４を挟んで天井大梁１５の上に載置されており、棟及び軒先が延びる方
向に所定間隔で複数並べて配置されている。また、屋根部１２には、垂木２１と直交する
方向に延びる母屋材２６が設けられている。
【００２２】
　屋根部１２において垂木２１の軒先側端部には、垂木２１の軒先側端面等を隠す鼻隠し
部３１が取り付けられている。鼻隠し部３１は、軒先に沿って延びる長尺状の鼻先木３２
と、鼻隠し部３１の露出面を形成する鼻先化粧板３３とを有している。鼻先木３２は、複
数の垂木２１に架け渡された状態で設けられ、それら各垂木２１にそれぞれ連結されてい
る。鼻先化粧板３３は、鼻先木３２の外側面に対向する部分と、鼻先木３２の下面に対向
する部分とを有しており、鼻先木３２の外側面に対向する部分が鼻先木３２に対して固定
されている。また、鼻隠し部３１を挟んで垂木２１とは反対側には雨樋３４が設けられて
いる。
【００２３】
　屋根部１２において外壁１１よりも屋外側（側方）に張り出した部分は軒部３５とされ
ている。軒部３５の底部には、軒天井を形成する軒天板３６が設けられている。軒天板３
６は所定の耐火性能を有する板状の不燃材からなる。軒天板３６は、外壁１１の上部と屋
根部１２の軒先（鼻隠し部３１）とに架け渡された状態で設けられ、軒先及び外壁１１に
沿って延びている。軒天板３６は、その軒先側端部が鼻隠し部３１（軒先）によって支持
されているとともに、その外壁側端部が支持金物４１等を介して外壁１１に支持されてい
る。
【００２４】
　鼻隠し部３１に対する軒天板３６の支持構成について説明すると、鼻隠し部３１の鼻先
化粧板３３においては、鼻先木３２の下面に対向する部分が鼻先木３２から下方に離間し
ており、その隙間に軒天板３６の軒先側端部が入り込んでいる。軒天板３６の軒先側端部
は鼻先木３２の下面に対してビス等により固定されており、軒天板３６の端面が鼻先木３
２の外側面とともに鼻先化粧板３３により覆い隠されている。
【００２５】
　続いて、外壁１１に対する軒天板３６の支持構成について図２及び図３に基づいて説明
する。図２は、外壁１１に対する軒天板３６の支持構造を示す分解斜視図である。図３は
、外壁１１に対する軒天板３６の支持構造を拡大して示す縦断面図である。
【００２６】
　図２及び図３に示すように、外壁１１には、軒天板３６を支持する支持金物４１が取り
付けられている。支持金物４１は、鋼板によりＬ字状に形成され、外壁面材１７の外面に
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ビス４３により固定された固定板部４１ａと、その固定板部４１ａの下端部から軒先側（
外壁１１とは反対側）に向けて延びる延出板部４１ｂとを有している。延出板部４１ｂは
、その延出長さ（外壁１１の厚み方向の長さ）が固定板部４１ａの上下長さよりも長くさ
れている。但し、延出板部４１ｂの延出長さは固定板部４１ａの上下長さと同じ長さであ
ってもよい。なお、ビス４３は、固定板部４１ａと外壁面材１７とを貫通して下地フレー
ム１８に打ち込まれている。また、この場合、支持金物４１が支持部材に相当する。
【００２７】
　支持金物４１は、外壁１１の壁幅方向に沿って（換言すると軒天板３６の外壁側端部３
６ａに沿って）所定の間隔で複数配置されている。これら支持金物４１には、見切り材４
２が取り付けられている。見切り材４２は、外壁１１の壁幅方向に延びる長尺状とされ、
例えば合成樹脂材料により形成されている。見切り材４２は、各支持金物４１に跨がって
設けられており、それら各支持金物４１に対してそれぞれ取り付けられている。なお、見
切り材４２は、必ずしも合成樹脂材料により形成する必要はなく、金属材料（例えば鋼板
）等、他の材料により形成してもよい。
【００２８】
　見切り材４２は、軒天板３６の外壁側端部３６ａを外壁１１側から覆うための化粧材で
あり、軒天板３６の外壁側端部３６ａに取り付けられている。この場合、軒天板３６は、
見切り材４２を介して各支持金物４１に取り付けられた状態にあり、ひいては見切り材４
２及び各支持金物４１を介して外壁１１に取り付けられた状態にある。また、軒天板３６
は、かかる取付状態において、その外壁側端部３６ａが外壁１１から離間している。
【００２９】
　見切り材４２は、軒先側（反外壁１１側）に開放された第１溝部４５と、外壁１１側に
開放された第２溝部４６とを有する。第１溝部４５には、軒先側から軒天板３６の外壁側
端部３６ａが挿入されている。この挿入状態において、見切り材４２が外壁側端部３６ａ
に取り付けられている。
【００３０】
　第２溝部４６には、各支持金物４１の延出板部４１ｂが外壁１１側から挿入されている
。これら各支持金物４１の延出板部４１ｂは、第２溝部４６の最奥部まで挿入されている
。この場合、かかる挿入状態において、見切り材４２が各支持金物４１の延出板部４１ｂ
に取り付けられている。また、かかる見切り材４２の取付状態において、見切り材４２は
外壁１１から離間している。このため、外壁１１と見切り材４２との間には所定の隙間Ｓ
が形成されている。この隙間Ｓは、軒天板３６の上方空間（軒天裏空間）の換気を行うた
めの通気用隙間等として用いられる。
【００３１】
　第２溝部４６は第１溝部４５の下方に位置している。このため、第２溝部４６に挿入さ
れた各支持金物４１の延出板部４１ｂにより、第１溝部４５に挿入された軒天板３６の外
壁側端部３６ａが下方から支持された状態になっている。つまり、この場合、軒天板３６
の外壁側端部３６ａは、見切り材４２を介して各支持金物４１により支持された状態とな
っている。
【００３２】
　続いて、見切り材４２の構成について詳しく説明する。
【００３３】
　見切り材４２は、樹脂材料の押し出し成形によって長尺状でかつ板状に形成されている
。この場合、見切り材４２は、その横断面（長手方向と直交する方向の断面）が長手方向
の全域に亘って同じ形状とされている。見切り材４２は、第２溝部４６を形成する複数の
板部５１～５３を有している。これら各板部５１～５３には、第２溝部４６を挟んで上下
に対向する一対の対向板部５１，５２と、これら各対向板部５１，５２の軒先側の端部同
士を上下に繋ぐ繋ぎ板部５３とが含まれている。各対向板部５１，５２の間の間隔、つま
り、第２溝部４６の溝幅は支持金物４１（延出板部４１ｂ）の厚みと同じ大きさに設定さ
れている。このため、第２溝部４６に支持金物４１の延出板部４１ｂが挿入された状態で
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は、延出板部４１ｂが第２溝部４６と嵌合された状態となる。なお、第２溝部４６の溝幅
は、支持金物４１の厚みと必ずしも同じである必要はなく、支持金物４１の厚みより若干
小さくしてもよいし、若干大きくしてもよい。また、各対向板部５１，５２のうち、対向
板部５１が下側、対向板部５２が上側に位置している。
【００３４】
　本見切り材４２では、第１溝部４５に厚みの異なる複数種類（具体的には２種類）の軒
天板３６を挿入可能となっており、それにより、見切り材４２をそれら各軒天板３６にそ
れぞれ取り付けることが可能となっている。そこで、以下においては、その点に関する構
成について説明する。
【００３５】
　見切り材４２は、上述した各板部５１～５３に加え、さらに、対向板部５２とともに第
１溝部４５を形成する複数の板部５４，５５を有している。これら各板部５４，５５には
、対向板部５２と第１溝部４５を挟んで上下に対向する対向板部５４と、各対向板部５２
，５４の外壁１１側の端部同士を上下に繋ぐ繋ぎ板部５５とが含まれている。
【００３６】
　第１溝部４５を形成する各板部５２，５４，５５のうち、対向板部５２は、外壁１１の
厚み方向に水平に延びる水平板部となっており、第１溝部４５の下側に配置されている。
この対向板部５２は、第１溝部４５と第２溝部４６との間に配置され、これら各溝部４５
，４６を上下に仕切っている。
【００３７】
　対向板部５４は、外壁１１の厚み方向に延びており、第１溝部４５の上側に配置されて
いる。対向板部５４は、上記厚み方向の長さが対向板部５２の同方向の長さと同じとされ
ている。なお、この場合、各対向板部５２，５４がそれぞれ特許請求の範囲に記載された
「溝部を挟んで上下に対向する一対の対向板部」に相当する。また、対向板部５２が「下
側の対向板部」に相当し、対向板部５４が「上側の対向板部」に相当する。
【００３８】
　対向板部５４は、繋ぎ板部５５の上端部から軒先側に向けて延びる奥側板部５４ａと、
その奥側板部５４ａの軒先側端部から上方に向けて短く延びる段差板部５４ｂと、その段
差板部５４ｂの上端部から軒先側に向けて延びる手前側板部５４ｃとを有する。奥側板部
５４ａと手前側板部５４ｃとはいずれも対向板部５２と平行な水平板部となっている。
【００３９】
　第１溝部４５は、対向板部５２と手前側板部５４ｃとの間の手前側部分６１と、対向板
部５２と奥側板部５４ａとの間の奥側部分６２とを有している。この場合、第１溝部４５
の溝幅（各対向板部５２，５４の間の間隔）は、手前側部分６１よりも奥側部分６２の方
が小さくなっている。つまり、手前側部分６１の溝幅Ｌ１（対向板部５２と手前側板部５
４ｃとの間隔）よりも、奥側部分６２の溝幅Ｌ２（対向板部５２と奥側板部５４ａとの間
隔）の方が小さくなっている（Ｌ１＞Ｌ２）。なお、この場合、手前側部分６１が「第１
部分」に相当し、奥側部分６２が「第２部分」に相当する。
【００４０】
　段差板部５４ｂは、外壁１１の厚み方向における対向板部５４の中央部に位置している
。そのため、段差板部５４ｂを介して接続される手前側板部５４ｃ及び奥側板部５４ａは
上記厚み方向の長さがいずれも同じとされている。また、この段差板部５４ｂが設けられ
ていることで、奥側部分６２の溝幅Ｌ２が手前側部分６１の溝幅Ｌ１よりも小さくされて
いる。詳しくは、この段差板部５４ｂが設けられていることで、手前側板部５４ｃと奥側
板部５４ａとの間に寸法（Ｌ１－Ｌ２）の段差が生じている。なお、段差板部５４ｂが段
差部に相当する。
【００４１】
　次に、上記の見切り材４２が軒天板３６に取り付けられた取付状態の構成について説明
する。以下では、見切り材４２が、厚みの大きい軒天板３６（以下、その符号にＡを付す
）に取り付けられる場合と、厚みの小さい軒天板３６（以下、その符号にＢを付す）に取
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り付けられる場合とについてそれぞれ説明する。なお、図３では、（ａ）に見切り材４２
が厚みの大きい軒天板３６Ａに取り付けられた状態を示しており、（ｂ）に見切り材４２
が厚みの小さい軒天板３６Ｂに取り付けられた状態を示している。また、ここでは、軒天
板３６Ａの厚みｔ１が、見切り材４２の第１溝部４５の手前側部分６１の溝幅Ｌ１と同じ
大きさに設定され（ｔ１＝Ｌ１）、軒天板３６Ｂの厚みｔ２が、第１溝部４５の奥側部分
６２の溝幅Ｌ２と同じ大きさに設定されているものとする（ｔ２＝Ｌ２）。
【００４２】
　なお、軒天板３６Ａの厚みｔ１は必ずしも手前側部分６１の溝幅Ｌ１と同じである必要
はなく、手前側部分６１の溝幅Ｌ１よりも若干小さく又は若干大きく設定してもよい。ま
た、同様に、軒天板３６Ｂの厚みｔ２についても、奥側部分６２の溝幅Ｌ２よりも若干小
さく又は若干大きく設定してもよい。
【００４３】
　まず、見切り材４２が厚みの大きい軒天板３６Ａに取り付けられる場合について説明す
る。図３（ａ）では、見切り材４２の第１溝部４５に、軒天板３６Ａの外壁側端部３６ａ
が挿入されている。この場合、軒天板３６Ａの外壁側端部３６ａは、第１溝部４５の手前
側部分６１に挿入され、その挿入状態において見切り材４２の段差板部５４ｂに当接して
いる。また、軒天板３６Ａの外壁側端部３６ａは、この挿入状態において手前側部分６１
と嵌合している。これにより、見切り材４２が軒天板３６Ａの外壁側端部３６ａに対して
取り付けられている。
【００４４】
　続いて、見切り材４２が厚みの小さい軒天板３６Ｂに取り付けられる場合について説明
する。図３（ｂ）では、見切り材４２の第１溝部４５に、軒天板３６Ｂの外壁側端部３６
ａが挿入されている。この場合、軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａは、第１溝部４５の手
前側部分６１を通じて奥側部分６２に挿入され、その挿入状態において繋ぎ板部５５に当
接している。また、軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａは、この挿入状態において奥側部分
６２と嵌合している。これにより、見切り材４２が軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａに対
し取り付けられている。
【００４５】
　ここで、上述した軒天板３６の見切り構造を構築する際の作業手順について簡単に説明
する。
【００４６】
　見切り構造を構築するに際しては、まず外壁１１に各支持金物４１をビス４３により固
定する作業を行う。その後、それら各支持金物４１に見切り材４２を取り付ける作業を行
う。この取付作業は、見切り材４２の第２溝部４６に各支持金物４１の延出板部４１ｂを
挿入させることにより行う。
【００４７】
　次に、軒天板３６を見切り材４２に取り付ける作業を行う。この取付作業は、軒天板３
６の外壁側端部３６ａを見切り材４２の第１溝部４５に挿入することにより行う。この際
、軒天板３６が厚みの大きい軒天板３６Ａである場合には、軒天板３６Ａを段差板部５４
ｂに当接するまで挿入する。それに対し、軒天板３６が厚みの小さい軒天板３６Ｂである
場合には、軒天板３６Ｂを繋ぎ板部５５に当接するまで挿入する。詳しくは、この際、ま
ず軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａを対向板部５２の上に載置し、その載置状態で軒天板
３６Ｂを第１溝部４５の奥側に向けて挿入していく。以上により、軒天板３６の見切り構
造が構築される。なお、上記の作業の後、軒天板３６の軒先側端部を鼻先木３２の下面に
取り付ける等することで、軒天板３６の設置作業が完了する。
【００４８】
　以上、詳述した本実施形態の構成によれば、以下の優れた効果が得られる。
【００４９】
　見切り材４２の第１溝部４５を、溝部開放側の手前側部分６１と、その手前側部分６１
よりも奥側であってかつ手前側部分６１よりも溝幅の小さい奥側部分６２とを有する構成
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とした。このため、上述したように、第１溝部４５の手前側部分６１に厚みの大きい軒天
板３６Ａ（詳しくはその外壁側端部３６ａ）を挿入させることで、見切り材４２を当該軒
天板３６Ａに取り付けることが可能となっている。また、第１溝部４５の奥側部分６２に
厚みの小さい軒天板３６Ｂ（詳しくはその外壁側端部３６ａ）を挿入させることで、見切
り材４２を当該軒天板３６Ｂに取り付けることが可能となっている。これにより、見切り
材４２を厚みの異なる２種類の軒天板３６Ａ，３６Ｂに取り付けることが可能となり、そ
の結果、見切り材の種類が増大するのを抑制することが可能となる。
【００５０】
　見切り材４２において第１溝部４５を挟んで上下に対向する各対向板部５２，５４のう
ち、対向板部５４に、奥側部分６２の溝幅Ｌ２を手前側部分６１の溝幅Ｌ１よりも小さく
させる段差板部５４ｂを設ける一方、対向板部５２には、かかる段差板部を設けないよう
にした。これにより、厚みの小さい軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａを第１溝部４５の奥
側部分６２に挿入する作業を行う際に、その外壁側端部３６ａを対向板部５２の上面に沿
わせながら挿入することができる。そのため、その挿入に際し、外壁側端部３６ａを段差
板部に引っ掛けることなく比較的容易に奥側部分６２まで挿入することが可能となる。
【００５１】
　具体的には、各対向板部５２，５４のうち、上側の対向板部５４に段差板部５４ｂを設
け、下側の対向板部５２には段差板部を設けないようにした。この場合、厚みの小さい軒
天板３６Ｂを第１溝部４５の奥側部分６２に挿入する際、まず軒天板３６Ｂの外壁側端部
３６ａを対向板部５２の上に載せ、その状態で外壁側端部３６ａを奥側部分６２まで挿入
することが可能となる。これにより、軒天板３６Ｂの奥側部分６２への挿入作業をより一
層容易に行うことが可能となる。
【００５２】
　見切り材４２に、第１溝部４５に加え、その第１溝部４５の下方に外壁１１側に開放さ
れた第２溝部４６を設けた。そして、外壁１１に固定された各支持金物４１を固定板部４
１ａと延出板部４１ｂとを有するＬ字状とし、これら各支持金物４１の延出板部４１ｂを
それぞれ第２溝部４６に挿入させた。そして、その挿入によって、見切り材４２を各支持
金物４１に取り付ける構成とした。この場合、支持金物４１がＬ字状という簡単な形状で
形成されているとともに、支持金物４１の延出板部４１ｂが見切り材４２の対向板部５１
）により下方から覆われるため、支持金物４１により軒天板３６を支持するようにした構
成にあって、コスト低減等の効果を得つつ、支持金物４１により外観が損なわれるのを抑
制することができる。
【００５３】
　本発明は上記実施形態に限らず、例えば次のように実施されてもよい。
【００５４】
　・上記実施形態では、見切り材４２を厚みの異なる２種類の軒天板３６Ａ，３６Ｂに取
付可能としたが、厚みの異なる３種類以上の軒天板３６に取付可能としてもよい。例えば
、見切り材４２を厚みの異なる３種類の軒天板３６に取付可能とする場合、見切り材４２
の第１溝部４５を、溝部開放側の第１部分と、その第１部分よりも溝部奥側の第２部分と
、その第２部分よりも溝部奥側の第３部分とを有する構成とし、それら第１部分～第３部
分の溝幅を第１部分の溝幅＞第２部分の溝幅＞第３部分の溝幅となるように形成すればよ
い。
【００５５】
　・上記実施形態では、第１溝部４５を挟んで上下に対向する各対向板部５２，５４のう
ち、上側の対向板部５４に段差板部５４ｂを設け、下側の対向板部５２にかかる段差板部
を設けないようにしたが、これを逆にしてもよい。つまり、下側の対向板部５２に段差板
部を設け、上側の対向板部５４に段差板部を設けないようにしてもよい。具体的には、下
側の対向板部５２を、繋ぎ板部５５の下端部から軒先側に延びる奥側板部と、その奥側板
部の軒先側端部から下方に延びる段差板部と、その段差板部の下端部から軒先側に延びる
手前側板部とを有する構成とする。また、上側の対向板部５４を、外壁１１の厚み方向に
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水平に延びる水平板部とする。かかる構成では、対向板部５２の手前側板部と対向板部５
４との間が手前側部分（第１部分に相当）となり、対向板部５２の奥側板部と対向板部５
４との間が奥側部分（第２部分に相当）となる。そして、奥側部分の溝幅が手前側部分の
溝幅よりも小さくなる。したがって、この場合にも、見切り材４２を厚みの異なる各軒天
板３６Ａ，３６Ｂにそれぞれ取り付けることが可能となる。また、上側の対向板部５４に
は段差板部が設けられていないため、厚みの小さい軒天板３６Ｂを第１溝部４５の奥側部
分に挿入する際は、軒天板３６Ｂの外壁側端部３６ａを対向板部５４の下面に沿わせなが
ら挿入することが可能となる。そのため、軒天板３６Ｂを段差板部に引っ掛けることなく
、奥側部分まで比較的容易に挿入することが可能となる。
【００５６】
　なお、各対向板部５２，５４の両方にそれぞれ段差板部を設けるようにしてもよい。そ
の場合、各対向板部５２，５４の段差板部を外壁１１の厚み方向において同じ位置に設定
すればよい。ただし、この場合、厚みの小さい軒天板３６Ｂを奥側部分に挿入する際には
、軒天板３６Ｂが各対向板部５２，５４の段差部に引っ掛かって挿入しづらくなるおそれ
がある。そのため、この点を鑑みると、各対向板部５２，５４のうちいずれか一方にのみ
段差板部を設けることが望ましい。
【００５７】
　・上記実施形態では、支持金物４１の形状をＬ字状としたが、支持金物４１の形状は必
ずしもこれに限らない。例えば、支持金物を、外壁１１の上端部に引っ掛け可能な引掛部
と、その引掛部から外壁１１の外面に沿って垂れ下がる垂下部と、その垂下部から軒先側
に延びる延出板部とを有する構成とすることが考えられる。その場合にも、その延出板部
を、見切り材４２の第２溝部４６に挿入するようにすれば、支持金物に見切り材を取り付
けることが可能となる。
【００５８】
　・上記実施形態では、見切り材４２に第２溝部４６を設け、その第２溝部４６に支持金
物４１の延出板部４１ｂを挿入させることで見切り材４２を支持金物４１に取り付ける構
成としたが、これを変更してもよい。例えば、見切り材４２に、支持金物４１の一部にビ
ス等で固定される固定板部を設け、その固定板部を上記一部に固定することで見切り材４
２を支持金物４１に取り付けるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００５９】
　１０…建物、１１…外壁、１２…屋根部、３５…軒部、３６…軒天板、３６ａ…外壁側
端部、４１…支持部材としての支持金物、４１ａ…固定板部、４１ｂ…延出板部、４２…
見切り材、４５…第１溝部、４６…第２溝部、５２…下側の対向板部としての対向板部、
５４…上側の対向板部としての対向板部、５４ｂ…段差部としての段差板部、６１…第１
部分としての手前側部分、６２…第２部分としての奥側部分。
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